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これまでとは異なる展開のアメリカ大統領選挙

7 月 18 日に共和党の党大会が開催され、ドナルド・トランプを大統領候補、マイ
ク・ペンスを副大統領候補として正式に決定した。民主党の党大会は 25 日から開催
され、ヒラリー・クリントンを大統領候補、ティム・ケインを副大統領候補として正

式に決定した。これによりいよいよ本戦はこの 4人で闘うことになる。
今年の大統領選挙は両党とも想定外の展開だった。まず保守的な共和党では、およ

そ保守とはほど遠い型破りな実業家のドナルド・トランプが正統派保守の候補を寄せ

付けずに圧倒し、大統領候補の座を手に入れた。史上初めてといえるほどに暴言・放

言が多い型破りな候補者だが、その圧倒的な支持ゆえに共和党は分裂の危機を迎えた。

型破りであるゆえに副大統領候補は手堅い人選をするであろうと予測されたが、ま

さにその予測通りトランプが選んだのは、インディアナ州知事のマイク・ペンスだっ

た。下院議員の経験を持つものの全く無名でありおそらく多くの有権者の最初の印象

は「誰？」であろう。世論調査によれば６２％の有権者がペンスを「知らない」と答

えている。

アメリカ史上初の女性大統領候補となったクリントンもまた、予備選では苦戦を強

いられた。クリントンをワシントンエスタブリッシュメントの象徴と見なした若者層

が、既存の政治システムを打ち破ると希望を託してサンダースを支持、その勢いは正

式な指名の後も衰えず民主党の分裂の危機を招いている。

クリントンが副大統領候補として指名したのは、上院議員のティム・ケインである。

おそらくこの名前を聞いてわかる人はいないというほど無名である。有権者の６１％

が「知らない」と答えるほどの知名度の低さはペンスと同じだ。ケインはカンサス育

ちの 58 歳、3 人兄弟の長男でカトリックである。スペイン語が堪能であり、大学で
は経済学を学んだ。ヴァージニア州知事を務めた経験があり、州知事時代には州の赤

字財政を立て直した実績を持つ。ケインは政治スキャンダルが全くない堅実で地道、

きまじめである。クリントンの人選もまた手堅い。

民主党も共和党も期せずして同じ問題を抱えることになった。それは格差に起因

する不満から生まれた分裂の危機である。その不満は党の方針は政治的信条を越えた

パワーを持ち、どちらの党もエスタブリッシュメント対庶民という対立と分裂を抱え

た。パナマペーパーズの暴露が世界から礼賛されたのも個人では越えられない「格差」

への不満と現状の破壊願望があるからである。女性の社会的進出、格差、既得権益、

人種、アメリカが抱えるさまざまな社会問題が一気に噴出している 2016 年の大統領
選挙を世界が注目している。



ケリー長官のつぶやき

8 月 26 日、ジュネーブでアメリカのケリー国務長官とロシアのラブロフ外相が会
談を持つ。議題は、当然ながらシリア問題である。シリアでは IS の劣勢が伝えられ
るものの、アレッポでの戦闘が激化するなど一向に内戦が沈静化していない。IS の
勢力が衰えれば別の戦闘グループが勢力を伸ばす。アルカイダ系のアルヌスラは、最

近名前を変えてファタ・アルシャームとして政府軍への攻勢を強めている。

信念の人であるケリー長官は、それでも希望を捨てない。「26 日の米露会談は大
きな転機になる」とあくまで前向きである。もちろん懸念はつきない。最近ではロシ

アはシリアでの空爆を強化し政府軍への支援もてこ入れをしている。だが、かえって

それが戦闘を激化させ国民を危機にさらし逆に国民の恨みを買っている。アメリカの

今の最大の懸念はそこにある。

アメリカ大統領選挙が盛り上がるにつれケリー長官は任期の終わりを意識せざる

を得ない。次の大統領がだれになるにせよシリア問題はオバマ政権時代に始まり、そ

の負の遺産を次に渡すわけにはいなかい。さらに上院議員時代からケリーにとって中

東問題はまさにライフワークでもある。「終わらせなければならない」とケリー長官

は口癖のようにつぶやくが、時間は待ってはくれない。

一方ラブロフ外相も終わらせたいのはやまやまであろう。かつてロシアはアフガニ

スタンに軍事侵攻し 10年も泥沼の闘いを強いられ、結局は国家崩壊の遠因となった。
その同じ轍を踏むわけにはいかないのである。次の国務長官がだれになるのか、それ

次第では米露関係も大きく変わる。今のうちに合意を形成したいと考えるのは当然だ

ろう。

だがトルコはエルドガン政権が強権化へと転換し、アメリカとの関係にすきま風が

吹き始めている。サウジアラビアとの関係も蜜月とは言いがたい。シリア問題は対ロ

シア関係だけでは進展しないのである。ケリー長官のつぶやきは続く。


